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生年月日＋個人番号＋処理通番

処理通番要求電文

生年月日＋処理通番＋機関別符号

組合員及び組合員

の家族が存在する

（世帯）分繰返す

[a-3]

[a-4]

国保組合

初期データ登録シーケンス（国保組合）

個人番号入力（組合員+ 組合員の家族）

取りまとめ機関

被保険者

[a-1]

中間サーバー

インターフェイスシステム等の上位システム

[f-1]
初期データ登録情報の作成処理

システム職員

組合員情報登録 [生年月日+資格取得日+個人番号] を新規追加[a-2]

生年月日と個人番号を結果確認まで一時的に中間サーバーに保持

[a-5]
処理待ち

機関別符号が取得できた場合、「被保険者番号＋枝番」等を発行し、組合員情報を更新

個人番号と「被保険者番号＋枝番」等を紐付けた提供情報を中間サーバーに蓄積する

一時的に保持した個人番号を中間サーバーより消去

①「被保険者番号+枝番」等+個人番号

②組合員の家族の①情報×Nレコード

結果確認

提供データ

生年月日+資格取得日+個人番号を紐付けた中間サーバー登録データ作成

[f-2]

提供データ

提供データ

[e-1] 取得したファイルより「被保険者番号＋枝番」等をシステムに取り込む

以降中間サーバーの情報提供データベースへのデータ登録は、

「被保険者番号+枝番」等をキー情報としてデータ標準レイアウトの各情報を提供する

[e-2]

組合員情報の登録処理

[a-6]
[a-7]

処理通番

[a-5]

個人番号の

取得と本人

確認

個人番号リスト（組合員+ 組合員の家族） 組合員氏名+ 組合員の家族氏名+性別+生年月日+個人番号

日次or 随時処理オンライン処理 擬似リアルタイム処理[a-1][d-1]等： シーケンス番号

【擬似リアルタイム処理】

処理要求の受付応答受信後、待受け状態に入り、処理要求の結果通知を受信した時点で後処理を継続して処理す

る方式。ネットワークに接続された中間サーバー等のシステムはセキュリティ対策で、直接変更することは許可されて

いない。あくまで原本のデータベースの変更後に、バッチ処理等の方法で副本として複製されてアクセスが可能にな

る。したがって、中間サーバー等へのアクセスは、バッチ処理等のタイミングに応じて応答を長時間待つ疑似リアルタ

イム処理となる。

結果確認キー情報

「被保険者番号+枝番」
※

等の取得処理

※「被保険者番号＋枝番」等につい

ては、既存の被保険者記号番号お

よびそれに付随する番号の活用に

ついて今後検討が必要である。



国保組合

医療保険資格取得シーケンス（4制度以外⇒国保組合）

生年月日＋個人番号＋処理通番

住所＋生年月日 ＋個人番号 ※生年月日及び個人番号は組合員の家族申請分登録する

処理通番要求電文

処理通番

生年月日＋処理通番＋機関別符号

「被保険者番号+枝番」等

加入履歴情報

組合員及び組合員

の家族が存在する

（世帯）分繰返す

資格取得申請情報が住民票記載事項と同一であること

(住民票氏名(世帯主+家族) 、住民票住所 、 住民票性別 、住民票生年月日との比較)
資格取得届入力（組合員+ 組合員の家族）

組合員氏名+組合員の家族氏名+住所+性別+生年月日+資格取得日+個人番号 +「被保険者番号＋枝番」等

データ更新 [「被保険者番号＋枝番」等をキーとして、データ標準レイアウトの各情報を更新]

データ更新 [「被保険者番号+枝番」等をキーとして、生年月日+資格取得日を更新]

「被保険者番号＋枝番」等より加入履歴情報を検索

取りまとめ機関

被保険者

[a-2]

[a-1]

[a-3]

[a-4]

[a-5]
機関別符号が取得できた場合、「被保険者番号＋枝番」等を発行

[b-1]

[b-2]

中間サーバー

[d-1]

[d-2]

[d-3]

情報提供者機関コード＋「被保険者番号+枝番」等 等

住所を情報提供者機関コードに変換

資格取得届

住民票(世帯全員記載相当) 情報照会処理

住民票相当特定個人情報

個人番号と「被保険者番号＋枝番」等に加入履歴情報を紐付けた資格得喪情報を

結果確認まで一時的に中間サーバーに保存する

[c-1]

情報提供準備

処理待ち

[c-2]
資格特捜情報と住民票相当特定個人情報を含む提供データ作成

一時的に保持した個人番号を中間サーバーより消去

[c-3]

資格取得届情報の登録処理

①「被保険者番号＋枝番」等+個人番号+資格得喪

②組合員の家族の①情報×Nレコード

③住民票相当情報

システム職員

喪失証明の照会処理

登録受付

提供データ

結果確認

[a-5]
処理待ち

[a-5]
処理待ち

資格取得処理

生年月日と個人番号を結果確認まで一時的に中間サーバーに保持

インターフェイスシステム等の上位システム

擬似リアルタイム処理オンライン即時処理

(1)組合員氏名、 (2)組合員の家族氏名、(3)住所、 (4)性別、(5)生年月日、(6)資格取得日、(7)個人番号

※国保法第116条（遠隔地・学生）該当しない同一世帯を想定。健保則第24条では備考欄に最後に所属した事業所名称を記載

「被保険者番号＋枝番」等の取得処理

[a-1][d-1]等： シーケンス番号



国保組合

医療保険資格取得シーケンス（4制度内⇒国保組合）

住所＋生年月日 ＋個人番号 ※生年月日及び個人番号は組合員の家族申請分登録する

「被保険者番号＋枝番」等

加入履歴情報

資格取得申請情報が住民票記載事項と同一であること

(住民票氏名(世帯主+家族) 、住民票住所 、 住民票性別 、住民票生年月日との比較)
資格取得届入力（組合員+ 組合員の家族）

組合員氏名+組合員家族氏名+住所+性別+生年月日+資格取得日+個人番号 +「被保険者番号+枝番」等

データ更新 [「被保険者番号＋枝番」等をキーとして、データ標準レイアウトの各情報を更新]

「被保険者番号＋枝番」等より加入履歴情報を検索

取りまとめ機関

被保険者

[a-2]

[a-1]

[b-1]

[b-2]

中間サーバー

[d-1]

[d-2]

情報提供者機関コード＋「被保険者番号+枝番」等 等

住所を情報提供者機関コードに変換

資格取得届

住民票(世帯全員記載相当) 情報照会処理

住民票相当特定個人情報

[c-1]

情報提供準備

処理待ち

[c-2]
資格特捜情報と住民票相当特定個人情報を含む提供データ作成

一時的に保持した個人番号を中間サーバーより消去

[c-3]

資格取得届情報の登録処理

①「被保険者番号+枝番」等+個人番号+資格得喪

②組合員家族の①情報×Nレコード

③住民票相当情報

システム職員

喪失証明の照会処理

「被保険者番号+枝番」等を提供

提供データ

結果確認

資格取得処理

インターフェイスシステム等の上位システム

擬似リアルタイム処理オンライン即時処理

(1)組合員氏名、 (2)組合員の家族氏名、(3)住所、 (4)性別、(5)生年月日、(6)資格取得日、(7)個人番号

※国保法第116条（遠隔地・学生）該当しない同一世帯を想定。健保則第24条では備考欄に最後に所属した事業所名称を記載

「被保険者番号+枝番」等の取得処理

[a-1][d-1]等： シーケンス番号

機関別符号を取得済みであることを確認

「被保険者番号+枝番」等を発行し、加入者情報を更新

生年月日と個人番号を結果確認まで一時的に中間サーバーに保持

[a-3]


